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編　集　後　記
　

　東日本大震災がもたらした多くの教訓と反省を総括し，これから同様の災害が起こる可能性の高い他地域での防災対

策に有効に生かすことが，今喫緊の課題であり，今回の特集は，課題を抱える自治体のみならず多くの関係者にお読み

いただきたい．抽象的ではなくより具体的な課題，提言が記されている．

　被災地では被災から三回目の厳しい冬が目前であり，いまなお終わりの見えない苦闘が続いている．新たな課題，後

回しにしてきていた問題が浮上し，顕在化し始めている．そこでは，課題解決の糸口を住民とともに見つめ，着実に前

進するための公衆衛生活動が今なお展開されている．今回の特集では公衆衛生の果たすべき役割，公衆衛生に携わる人

間のありようについて，ときに厳しく，さまざまな問いかけがなされているように思う．ご精読いただきたい．
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